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Indonesia

海外・現場最前線
からのお便り　

海外で活躍する林野庁職員の近況を
シリーズで報告します

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、面
積
１
９
２
万
㎢
、人
口
約
２
．７
億
人

を
誇
る
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）盟
主
の

大
国
で
す
。そ
の
範
囲
は
非
常
に
広
く
、東
西
の
長
さ
は
約
５
，

１
０
０
㎞
で
あ
り
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
す
っ
ぽ
り
入
り
ま
す
。

　

経
済
に
お
い
て
は
、２
０
４
０
年
代
半
ば
ま
で
人
口
ボ
ー
ナ
ス

期（
総
人
口
に
占
め
る
生
産
年
齢「
15
歳
以
上
―
65
歳
未
満
」人
口

比
率
の
上
昇
が
続
く
、ま
た
は
絶
対
的
に
多
い
時
期
）が
続
く
と
さ

れ
、発
展
の
著
し
い
勢
い
の
あ
る
国
で
す
。親
日
国
で
あ
り
、歴
史

的
に
も
経
済
的
に
も
日
本
と
の
関
わ
り
は
強
く
、在
留
邦
人
も
約

2
万
人
存
在
し
ま
す
。首
都
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
ま
さ
に
大
都
市
で

す（
写
真
１
）。地
勢
的
に
も
我
が
国
が
重
視
し
て
い
る
国
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、当
館
は
日
本
人
職
員
だ
け
で
70
名
近
く
を
擁
す
る

大
規
模
公
館
と
な
っ
て
い
ま
す（
写
真
２
）。

　
私
は
経
済
分
野
、特
に
林
業
・
水
産
担
当
の
書
記
官
と
し
て
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
の
協
議
及
び
調
整
、政
策
・
情
勢
に
関
す
る

情
報
収
集
、Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）や
国
際
機
関
を
通
じ
た
協

力
の
支
援
、日
系
企
業
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
、林
業

や
水
産
業
と
密
接
に
関
係
す
る
海
上
保
安
や
気
候
変
動
分
野
も
業

務
上
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。我
が
国
の
海
上
安
全
保
障
に
直
結

す
る
離
島
開
発
等
の
海
洋
協
力
関
係
の
優
先
度
が
高
く
な
り
ま
す

が
、大
使
館
内
で
の
専
門
家
と
し
て
、森
林
・
林
業
に
関
す
る
情
報

収
集
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
森
林
大
国
で
す
。森
林
面
積
は
約
９
，

２
０
０
万
ha（
日
本
の
森
林
面
積
の
約
３
．７
倍
）で
、熱
帯
林
と
し

て
は
世
界
第
３
位
を
誇
り
ま
す
。海
岸
付
近
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

（
写
真
３
）、低
地
で
は
熱
帯
低
地
林（
写
真
４
）、山
麓
の
高
地
で
は

熱
帯
山
地
林
が
広
が
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
行
動
規

制
に
よ
り
、豊
か
な
熱
帯
雨
林
や
広
大
な
ア
カ
シ
ア
植
林
の
姿
を
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見
に
行
け
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心
部
で
も
ダ

イ
オ
ウ
ヤ
シ
の
街
路
樹
や
熱
帯
の
草
花
が
南
国
の
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
ま
す
。（
写
真
5
、6
、7
）。

　
１
９
７
０
～
90
年
代
の
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
時
代
に
は
開
発
優
先

の
政
策
に
よ
り
急
速
に
天
然
林
が
失
わ
れ
、プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

開
発
等
が
進
み
ま
し
た
。１
９
９
９
年
の
新
森
林
法
の
制
定
に
よ

り
、地
方
分
権
・
森
林
保
全
・
持
続
可
能
性
重
視
へ
と
転
換
し
て
以

降
、様
々
な
国
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
協
力
も
あ
っ
て
森
林
減
少
速
度
の

緩
和
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
向
上
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
近
年
、気
候
変
動
対
策
と
し
て
の
森

林・泥
炭
地
保
全（
写
真
8
）が
特
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。パ
リ
協
定

の
Ｎ
Ｄ
Ｃ（
国
が
自
ら
決
定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
及
び

気
候
変
動
へ
の
適
応
に
関
す
る
目
標
）で
は
、２
０
１
０
年
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
う
ち
森
林・土
地
セ
ク
タ
ー
が
49
％
と
最
大
を
占
め
て
お

り
、森
林
保
全
、森
林・泥
炭
地
火
災
対
策
、違
法
伐
採
対
策
等
を
通
じ

た
大
幅
な
森
林
分
野
の
排
出
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、我
が
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
丸
太
や
合
板

等
、熱
帯
林
資
源
の
恩
恵
を
受
け
て
き
ま
し
た
。一
方
で
１
９
７
０

年
代
以
降
、林
業
基
盤
整
備
や
林
木
育
種
、生
物
多
様
性
保
全
、マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
保
全
、森
林
火
災
対
策
、気
候
変
動
対
策
等
、様
々
な

分
野
で
継
続
的
に
協
力
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
は
Ｇ
20
、再
来
年
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
を
務
め
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、気
候
変
動
を
対
処
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ

の
国
際
的
な
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。国
際
社
会
で
存
在
感
を

高
め
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
、我
が
国
も
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
い
か
な
る
協
力
を
進
め
ら
れ
る
か
、意
識
し
な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

７ プルメリア ６ コンロンカ

８ 泥炭湿地保全（泥炭・マングローブ回復庁提供）

５ ダイオウヤシ並木 ４ 熱帯低地林の巨木（Shorea reprosula及び Ficus 
albipila）

３ マングローブ（Rhizophora stylosa）




